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１．目的  

北海道、東北地方の北方天然林では、エゾマツ、ヒバ、有用広葉樹等の重要な資源が枯

渇してきたため、それらの再生技術の確立が急がれている。また、近年、持続可能な森林

管理が国際的に強調される中で、天然林施業においてはとくに生態系保全への配慮が求め

られている。そのため、択伐等の天然林施業が更新過程や生態系へ及ぼす影響解明と環境

インパクトの低減指針の開発をもとに、木材生産と生態系保全の共存を目指した天然林管

理技術の開発を行う。 

 
２．当年度研究成果の概要  

針広混交林（幾寅試験地）択伐区と無施業区で択伐４年後の更新状況を比較した結果、

択伐区のエゾマツ、トドマツ稚樹の生育本数は無施業区の約 1/4～1/3、逆に広葉樹稚樹

は無施業区の 2.5 倍となり、択伐により広葉樹の更新が進んだことを示した。また、東

北のヒバ択伐林の調査から、成長が極めて緩慢とされるヒバ稚樹でも択伐後２年目から

幹の肥大成長が始まること、林床で成育するヒバ稚樹は枝の方が幹の先端よりも高く伸

長する「お椀型」となるが、この樹形は択伐後７年を経過してもスギやヒノキのような

「円錐型」にはならないことが明らかになった。このことが、ヒバは択伐しても成長が

進まないと言われてきた理由の一つであると考えられた。 

択伐施業に伴う生物相の初期変化をみると、空沼試験地（針広混交林）の択伐小面積

実験区では、択伐によりアオバズク、コノハズクとも記録頻度が大きく減少した。枯死

木保存区と除去区の間では違いは認められなかったが、択伐小面積実験区と非択伐区で

両種の記録頻度を比較した結果、両種とも非択伐区で高いことが明らかになった。また、

腐朽菌類は、自然攪乱（台風）、人為攪乱（択伐）にかかわらず、攪乱にともない特定の

種の出現数が増加する傾向が認められた。 
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４．評価委員の氏名（所属）  

小鹿勝利（筑波大学大学院生命環境科学研究科教授） 

 
５．評価結果の概要  

プロジェクト1年目は順調に進行している。当プロジェクトは幅広い分野の共同研究であり、

常に各課題間の連携、調整を図りつつ総合化を目指すことが不可欠である。そのため当プロジ

ェクトのリーダーの役割は重要である。個別課題では国有林、森林技術センターや民間との共

同研究も計画されており、成果は常に分かりやすくフィードバックすることを意識することが

必要である。なお、森林施業に関連する過去の実績や研究成果などもさらに検討、参考にする

ことにより、本プロジェクトはより充実した成果を得られるだろう。  
 
６．評価において改善を指摘された事項への対応  

事前評価会議の指摘事項「個別技術の体系化」、「各研究グループ相互の連携」、「成果の

総合化」をはかるため、東北のヒバ択伐林等で評価委員を招聘して現地検討会を開催した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


